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平成23年度 釧路ホルスタイン共進会 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶ ２
第５回 釧路丹頂農協女性部交流会

　みんなのよい食JA親善大使 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ３
平成23年度 新規就農者へ激励状を贈呈

　平成23年度 釧路管内ＪＡ野球大会 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ４
普及センターだより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ５
 JA共済からのお知らせ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ６
理事会報告 /生乳生産実績 /家畜販売市況情報 ̶̶̶̶ ７

第102回 釧路種馬共進会 最高位受賞馬「寿
じゅ

陽
よう

」幌呂 松井紀行氏所有

スタックサイレージ調整（鶴居哺育育成センター）
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審査員：廣岡　俊行 氏

「ヨネノサツキ」（子付き）音別　小野田 喜一

「寿　陽」幌呂　松井 紀行

「スカイプリンセス」（子付き）白糠　松野　穣

「栄　姫」音別　二谷 幸裕

第102回 釧路種馬共進会開催
カメラ

アングル

七
月
二
十
五
日
、
釧
路
種
馬

共
進
会
が
釧
路
市
大
楽
毛
、
釧

路
農
協
連
共
進
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

釧
路
管
内
各
Ｊ
Ａ
か
ら
、
計

二
十
四
頭
の
出
品
馬
が
集
ま
り
、

資
質
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
廣
岡
俊
行
氏

（
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
管
理
課
専
門
役
）
が

務
め
、
第
１
部
一
才
雄
馬
か
ら

第
５
部
二
才
以
上
雌
馬 

北
海

道
和
種
ま
で
の
各
部
に
つ
い
て

審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
計
六
頭
が
出

品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
各
部

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
中
、

最
高
位
賞
に
幌
呂
地
区
、
松
井

紀
行
さ
ん
の
出
品
馬
「
寿
陽
」

（
３
部
・
二
才
・
雌
・
ペ
ル
シ

ュ
ロ
ン
種
）
が
み
ご
と
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

入 賞 馬 一 覧
最 高 位 賞

寿　　陽 松井　紀行（幌呂）

部 順位 名　　号 品　種 出品者（地区）

2部
3等 糸 藤 ペルシュロン 二谷　幸裕（音別）
3等 栄 姫 ペルシュロン 二谷　幸裕（音別）

3部 1等1席 寿 陽 ペルシュロン 松井　紀行（幌呂）

4部
2等1席 マンリキマイヒメ 半 血 松井　紀行（幌呂）
3等 スカイプリンセス ペルシュロン 松野　　穣（白糠）
2等2席 ヨ ネ ノ サ ツ キ 日 本 輓 系 小野田喜一（音別）
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審査員：ブライアン・カースカデン氏 「ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス」鶴居　㈲菱沼ファーム

平成23年度 釧路ホルスタイン共進会開催

部 順位 名　　　　　号 出品者（地区） 部 順位 名　　　　　号 出品者（地区）

1部
2－1 カリスマ　ロス　バレツト　アル　シラート 松田　浩二（音白）

9部

3－2 インクリースフイールド　アラン　アトム　メード 増田　慶一（鶴居）
3－2 ウイス　JY　ポパイ　レデイー 菊地　栄司（鶴居） 3－4 ウツズスター　エンペラー　ゴールドウイン　レオ 林　　稔幸（音白）

2部
1－2 アワープライド　デンゼル　レインボー 植田　紘史（鶴居） 3－5 ウツズスター　フローズン　マツク　ビビアン　ET 林　　稔幸（音白）
2－1 ウツズスター　ミラクル　アレキサンダー　スポツテイー 林　　稔幸（音白） 3－6 VSツリー　ポンチアク　トレント 對木　賢雅（音白）
2－4 パインヘイブン　クレア　ダーハム　ジヨーカー　ET 松井　俊治（鶴居）

10部
2－2 フユーチヤーツリー　ブライリー　マンフレツト 對木　隆司（音白）

3部
1－1 ヒシヌマフアーム　ローヤル　ダンデイー　デラツクス ㈲菱沼ファーム（鶴居） 3－1 SP　ギブミー　ゴールド　メルマン (農)高橋農場（鶴居）
2－1 パインヘイブン　ジヤスパー　デイアンムー　ET 松井　俊治（鶴居） 3－2 ヘイチヤン　ゴールドウイン　リスター　ET 伊深　洋平（音白）
3－3 VSツリー　グロート　BR　デンゼル 對木　賢雅（音白）

11部

1－1 OP　オラホーム　チヤンピオン　レオナ 植田　紘史（鶴居）

4部
1－1 エルムパーク　BC　フランキー 安藤　　功（鶴居） 2－2 エメラルド　トイストーリー　ケント 松田　浩二（音白）
3－1 ヘイチヤン　ホーロー　ダンデイー　ワン　エイム 伊深　洋平（音白） 3－1 カラミテイ　セプテンバー　アスター 松下　　勉（鶴居）
3－2 フオグランド　デンゼル　ストーリー　エスト 五十嵐大地（音白） 3－3 ライズアツプ　プロント　マスコツト 芳沢　顕一（音白）

5部

1－1 アワープライド　アレキサンダー　ステラ 植田　紘史（鶴居）
12部

2－2 BS　ジヨーダン　ジヤツイ 大坂　隼人（音白）
1－2 KWF　サンチエリア　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム（音白） 3－2 パインヘイブン　マタドーア　STORY　ルアンナ 松井　俊治（鶴居）
2－1 KWF　エレガンス　アドベント　イライシヤ ㈱敬和ファーム（音白）

13部

1－2 IND　ダーハム　タント　ET 細谷　　智（音白）
2－2 ヒシヌマフアーム　ミルキー　ララミー　アイデアル ㈲菱沼ファーム（鶴居） 3－1 ヘイチヤン　シヤーキー　マツクス　ミント　ET 伊深　洋平（音白）
3－1 ハイキヤリア　ジヤスパー　エイドリアン　ET (農)清和農場（鶴居） 3－2 スプリング　ジエスロ　ルデイー (農)清和農場（鶴居）
3－3 TKS　タレント　ローズ　RED 清水　武志（鶴居） 3－3 プリンセス　セプテンバー　アウトサイド ㈱敬和ファーム（音白）

6部 1－1 KWF　アイデアル　ダンデイー　テイリー ㈱敬和ファーム（音白） 3－4 TKS　トニー　モーテイー　シメカザリ 清水　武志（鶴居）
7部 2－1 ウツズスター　ダイヤモンド　BB　リーダー　ハム 林　　稔幸（音白） 3－6 アケボノ　フリーウエイ　ミツクス　 鎌田　　貢（鶴居）

8部
2－1 OP　オラホーム　DDR　パツチ 植田　紘史（鶴居）

15部

1－1 TMF　ダーハム　アン　センビユー ㈱敬和ファーム（音白）
3－1 カリスマ　スパイラル　フリーダム 松田　浩二（音白） 2－1 IND　モーテイー　タラ　ET 細谷　　智（音白）
3－2 エステイー　B　ブラツド　カム 鎌田　　貢（鶴居） 2－2 HF　マジエスタ　アル 工藤　宏昌（音白）

9部
1－2 マチムラ　アールチエ　ヒカリ　パワー　ジヨデイ 松下　雅幸（鶴居） 3－2 ミステイー　ストーマテイツク　ライル 佐藤　一哉（音白）
2－2 ウツズスター　マセスドラ　スパイアート 林　　稔幸（音白） 3－3 ピーター　シバー　ジヤガー　フタゴ 鎌田　　貢（鶴居）
2－3 ヘンドリカ　アヤナミー　レイ (農)清和農場（鶴居） 3－4 キユリアス　マリー　アウトサイド　 伊深　洋平（音白）

入　　　　賞　　　　牛　　　　一　　　　覧
ジュニアチャンピオン

ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム（鶴居）

八
月
六
日
㈯
、
釧
路
市
大
楽
毛
釧
路
農
協

連
共
進
会
場
に
お
い
て
、
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
回
の
共
進
会
に
は
、

管
内
六
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
九
十
六
頭
、
う
ち
当

Ｊ
Ａ
か
ら
五
十
四
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が

集
ま
り
そ
の
資
質
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
カ
ー
ス
カ

デ
ン
氏
（
シ
ー
メ
ッ
ク
ス 

ア
ラ
イ
ア
ン
ス

社
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン 

サ
イ
ア
ー
ア
ナ
リ
ス

ト
）
に
よ
り
、
第
１
部 

後
代
検
定
娘
牛
カ

ー
フ
ク
ラ
ス
（
十
二
カ
月
以
上
十
五
カ
月
未

満
）
か
ら
第
20
部 

牧
場
牛
群
（
三
頭
一
組
）

ま
で
の
各
部
に
つ
い
て
審
査
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
審

査
の
結
果
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴

居
、
㈲
菱
沼
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛
ヒ
シ
ヌ
マ

フ
ア
ー
ム　
ロ
ー
ヤ
ル　
ダ
ン
デ
イ
ー　
デ
ラ

ツ
ク
ス
（
第
３
部
未
経
産
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ド
ル

ク
ラ
ス　
十
四
カ
月
以
上
十
六
カ
月
未
満
）

が
み
ご
と
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
摩
周
湖
、

坪
井
泰
憲
氏
の
出
品
牛
ブ
ラ
イ
ト
ラ
ン
ド

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
シ
エ
ラ
（
第
12
部
シ
ニ

ア
３
歳
ク
ラ
ス
四
十
二
カ
月
以
上
四
十
八

カ
月
未
満
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
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講演会の様子

懇親会での楽しいひととき

疑似搾乳体験を実施

第5回 釧路丹頂農協女性部交流会開催

「2011みんなのよい食JA親善大使」開催

七
月
十
五
日
㈮
、
釧
路
全
日
空

ホ
テ
ル
に
お
い
て
釧
路
丹
頂
農
協

女
性
部
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
五
回
目
と
な
る
こ
の

交
流
会
に
は
、
鶴
居
・
幌
呂
・
白

糠
・
音
別
の
四
地
区
よ
り
女
性
部

員
、
関
係
者
合
わ
せ
て
三
十
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
㈲

大や
ま
と
の
は
な

和
納
華　
代
表　
中
島　
張
ゆ
み
は
る

氏
が

講
師
と
な
り
、
旭
川
市
東
鷹た
か
す栖

の

農
業
者
四
人
が
行
な
う
「
お
米
の

生
産
か
ら
販
売
ま
で
㈲
大
和
納
華

の
こ
だ
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

及
び
試
食
が
行
な
わ
れ
、
部
員
か

ら
も
美
味
し
い
と
大
変
好
評
で
し

た
。ま

た
、
懇
親
会
で
は
各
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
、
道
産
食
材
を
使
っ

た
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
日
頃

な
か
な
か
会
う
こ
と
の
な
い
部
員

同
士
の
情
報
交
換
及
び
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

八
月
七
日
㈰
、
鶴
居
村
多
目
的

運
動
広
場（
サ
ッ
カ
ー
場
）に
お
い

て
、「
２
０
１
１
み
ん
な
の
よ
い
食

Ｊ
Ａ
親
善
大
使
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

食
育
に
つ
い
て
協
力
協
定
を
結

ぶ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海

道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
主
催

し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
選
手

二
名
（
Ｍ
Ｆ
宮
澤
選
手
、
Ｄ
Ｆ
岩

沼
選
手
）
が
み
ん
な
の
よ
い
食
Ｊ

Ａ
親
善
大
使
と
な
り
、
食
事
及
び

食
材
の
こ
と
、
自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
地
域
の
農
業
の
こ
と
な
ど

を
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
あ
ら
た
め

て
見
直
し
、「
よ
い
食
」
と
は
何
か

を
考
え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
企
画
は
、
道
内
八
カ
所
で

同
日
に
開
催
さ
た
も
の
で
、
釧
根

管
内
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
二
十

六
名
に
、
酪
農
に
対
す
る
理
解
促

進
と
し
て
、
釧
路
丹
頂
農
協
青
年

部
の
菱
沼
和
也
部
長
、
高
橋
智
久

鶴
居
支
部
長
よ
り
、
酪
農
の
基
礎

知
識
「
牛
乳
の
で
き
る
ま
で
・
牛

の
か
ら
だ
・
牧
場
の
し
ご
と
」
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
小
学
生

か
ら
は
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
疑
似
牛
を
使
っ
た

疑
似
搾
乳
体
験
で
は
両
手
で
真
剣

に
搾
乳
す
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、
両
選
手

が
手
本
を
見
せ
な
が
ら
パ
ス
や
ド

リ
ブ
ル
な
ど
を
指
導
し
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
食

育
教
育
と
し
て
、
お
弁
当
は
各
自

で
持
参
し
、
一
つ
一
つ
の
食
材
を

確
認
し
な
が
ら
、
地
元
の
食
と
農

を
知
り
、
食
材
を
作
る
人
々
及
び

食
事
を
作
る
親
へ
の
感
謝
の
心
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
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左：増田 一真さん　　右：菊地 大輔さん

大 会 結 果

阿　
　
　

寒

し
べ
ち
ゃ

北　

農　

連

浜　

中　

町

ホ
ク
レ
ン

摩　

周　

湖

摩　周　湖

く
し
ろ
丹
頂

2日目

1日目
1 6

7

947

6 1

0

0 3 4

優勝

新規就農者へ激励状を贈呈!!

平成23年度 釧路管内JA野球大会開催

・増田一真さん（鶴居村中久著呂）　・菊地大輔さん（鶴居村茂雪裡）
　

七
月
二
十
六
日
㈫
、
本
所
に

お
い
て
平
成
二
十
三
年
度
新
規

就
農
者
（
後
継
者
）
へ
激
励
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
が
推
進
し
て
い
る
新
規
就

農
者
へ
の
激
励
状
贈
呈
事
業
の

一
環
で
、
北
海
道
の
農
業
・
農

村
を
担
う
一
員
と
し
て
、
新
規

就
農
者
が
英
知
と
努
力
を
も
っ

て
農
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
期
待
し
、
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
鶴
居
村
中
久
著
呂

の
増
田
一
真
さ
ん
、
鶴
居
村
茂

雪
裡
の
菊
地
大
輔
さ
ん
の
二
人

に
瀧
澤
組
合
長
よ
り
激
励
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
釧

路
酪
農
を
担
う
後
継
者
と
し
て

御
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
十
日
㈰
・
十
八
日
㈪
・
㈷
の
両
日
、

阿
寒
町
営
球
場
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三

年
度
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

管
内
五
Ｊ
Ａ
及
び
連
合
会
の
計
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

丹
頂
野
球
部
は
前
々
年
の
シ
ー
ド
チ
ー

ム
と
し
て（
前
年
は
口
蹄
疫
に
よ
り
中
止
）、

大
会
二
日
目
（
十
八
日
）
に
出
場
し
、
Ｊ

Ａ
摩
周
湖
と
対
戦
し
、
西
村
、
千
葉
（
鶴

居
村
支
雪
裡
・
後
継
者
）
両
投
手
の
力
投

及
び
選
手
一
丸
と
な
っ
て
の
が
ん
ば
り
に

よ
り
、
試
合
は
白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま

し
た
が
、
結
果
６
対
１
で
健
闘
及
ば
ず
敗

退
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
優
勝
は
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
、
準
優

勝
は
Ｊ
Ａ
浜
中
町
と
い
う
結
果
で
し
た
。

当
日
応
援
し
て
頂
い
た
皆
様
方
に
は
、
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
声
援
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

周
産
期
病
は
、
乳
量
低
下
や
繁
殖
回

帰
の
遅
れ
な
ど
生
産
性
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
乾
乳
期
か
ら
疾
病
の
予
防
を
意
識

し
た
管
理
を
行
い
生
産
性
向
上
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

釧
路
中
西
部
地
区
で
は
、
分
娩
後
一

ヶ
月
間
の
受
診
が
、
診
療
全
体
の
三
六

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。（
釧
路
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
西
部
支
所
診
療
デ
ー
タ
よ
り
）

ま
た
、
こ
の
期
間
で
件
数
が
多
か
っ

た
病
名
は
乳
熱
、
第
四
胃
変
位
、
産
褥

熱
、
ケ
ト
ー
シ
ス
等
の
周
産
期
病
で
し

た
。（
図
１
）

○
乾
物
摂
取
量
の
低
下
を
防
ぐ

乾
乳
後
期
は
日
増
し
に
胎
児
が
成
長

し
ま
す
。
胎
児
が
第
一
胃
を
圧
迫
す
る
、

体
が
重
く
寝
起
き
が
不
自
由
に
な
る
等

の
影
響
で
、
食
い
こ
み
量
が
減
り
ま
す
。

【
飼
槽
の
管
理
】

「
い
つ
で
も
エ
サ
を
食
べ
る
事
が
で

き
る
環
境
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
以
下

は
、
地
味
で
す
が
と
て
も
大
切
な
技
術

の
一
例
で
す
。

【
牛
床
の
改
善
】

牛
床
か
ら
起
き
上
が
る
時
、
ど
こ
か

に
体
が
ぶ
つ
か
る
（
写
真
２
）、
牛
床

が
滑
る
と
い
っ
た
不
自
由
な
状
況
が
あ

る
と
、
エ
サ
を
食
べ
る
事
自
体
を
あ
き

ら
め
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
な
の
が
「
寝
起
き
し
や

す
い
牛
床
」
を
つ
く
る
事
で
す
。

写
真
３
は
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
チ
ェ

ー
ン
を
延
長
し
て
、
前
後
の
自
由
度
を

高
め
た
改
善
例
で
す
。
ま
ず
は
今
の
施

設
で
で
き
る
改
善
策
を
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

○ 

エ
サ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
（
以
下
Ca
）
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

カ
ル
シ
ウ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

骨
に
蓄
積
し
て
い
る
Ca
が
分
娩
後
、
速

や
か
に
血
中
に
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
手
法
で
す
。

今
回
配
布
し
て
い
る
技
術
資
料
（
写

真
４
）
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
方
法
も
粗
飼
料
分
析
に
基

づ
い
た
飼
料
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
飼
養
環
境
や
給
餌
方
法

で
取
り
入
れ
る
事
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
普
及
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
下
さ
い
。

尚
、
乾
乳
期
管
理
の
詳
し
い
内
容
は

「
第
三
一
集
技
術
資
料
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

周
産
期
病
予
防
に

向
け
た
乾
乳
期
管
理

1
釧
路
中
西
部
地
区
に
お
け
る

周
産
期
病
発
生
の
現
状

2 

周
産
期
病
予
防
の
た
め
に

乳熱
5,484件

産褥熱
1,763件

ケトーシス
1,739件
胎盤停滞
1,234件難産

1,062件

乳房炎
12,848件

その他
4,562件

第四胃変位
1,998件分娩後

１ヶ月間
診療件数
30,690件

○ 

飼
槽
の
エ
サ
は
、
牛
の
口
も
と
に

届
く
よ
う
こ
ま
め
に
掃
き
寄
せ
る
。

○ 
草
架
台
を
利
用
す
る
場
合
、
頭
数

に
見
合
っ
た
台
数
を
設
置
す
る
。

○ 

新
鮮
な
エ
サ
を
給
与
す
る
。

ロ
ー
ル
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
場

合
は
、
二
日
以
内
に
使
い
切
る
。

○ 

新
鮮
な
水
を
十
分
飲
め
る
よ
う
に

す
る
。（
清
掃
、
吐
水
量
確
認
等
）

①
乾
乳
後
期
に
Ca
給
与
を
制
限
す
る

②
乾
乳
後
期
に
Ca
濃
度
を
高
め
る

③ 

陰
イ
オ
ン
塩
バ
ラ
ン
ス
（
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ｄ
）
を
下
げ
る

写真１　草架台は10頭に1台が目安

図１  分娩後1ヶ月間の診療件数及
び病名（Ｈ19.1～Ｈ22.8）

写真３　 チェーンを延長し寝起き
しやすく改善

写真２　 ネックバーが低く首がぶ
つかる

写真４　 第31集技術資料
特集・乾乳牛
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自動車共済加入で安心を!

本　　所　共　済　課（0154）64－2311
幌呂支所　金融共済課（0154）65－2311
白糠支所　金融共済課（01547）2－2183
音別支所　金融共済課（01547）6－2111

JA共済

乗用トラクター（大型）

トラクター等の農耕作業用小型特殊自動車は、自賠法上、自動車として
取り扱われませんので自賠責共済（保険）に加入できません。

⬇
自動車共済に加入していなければ、万一の賠償事故の場合、相手方への
賠償は全額個人負担になってしまいます。

そこで自動車共済加入をお勧めします。
自動車共済は、「相手方への賠償」「ご自身・搭乗中の方の保障」「ご自身の
お車の保障」の３つを中心に保障します。（共済金のお支払い可否につい
てはご加入の形態により異なります。）

※注意： 無免許運転の場合、 車両条項、自損事故特則、搭乗者傷害特約、無共
済車傷害特則、人身傷害保障特約等の共済金がお支払いできなくなる
ことがあります。

※ 例 ： トラクターで作業機をけん引する場合は大型特殊免許・けん引免許が
必要となります。

ぜひ！お見積もりさせて下さい！
特殊自動車の区分
車種区分 車 種 例 登　録 車　検 自賠責共済 運転免許

農耕作業用小型
特殊自動車

ほとんどの
トラクター

市町村へ
届　出 無　し 不　要 大型特殊

自動車免許
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成23年度 　生乳生産実績（6月） 　生乳生産実績（7月）
月計乳量（kg） 6月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％） 月計乳量（kg） 7月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,471,780.0 94.3 25,447,597.1 95.3 8,437,489.4 95.2 33,885,086.5 95.3
（鶴居地区） 2,780,449.6 92.5 8,266,042.5 92.8 2,800,697.7 95.3 11,066,740.2 93.4
（幌呂地区） 2,232,901.9 94.9 6,813,561.1 96.3 2,265,744.9 95.1 9,079,306.0 96.0
（白糠地区） 2,060,948.4 95.5 6,113,485.7 95.8 1,984,156.7 95.7 8,097,642.4 95.7
（音別地区） 1,397,480.1 95.4 4,254,507.8 98.5 1,386,890.1 94.8 5,641,397.9 97.5

管 内 計 45,584,538.3 95.7 135,845,478.9 97.3 45,569,053.1 96.7 181,414,532.0 97.2
（前年度管内計） 47,620,012.9 139,550,874.3 47,104,339.0 186,655,213.3

家畜販売市況情報 
乳　牛  23年8月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２７０　　　～　　　２１０
初　　　　妊 ５２０～４８０ ４８０～４５０

経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０
４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  23年8月8日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ７５０円/kg

４０kg～４４kg ６５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年7月14日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 538頭 631,050 161,700 339,214 290 1,170 
去勢 705頭 576,450 128,100 420,000 309 1,360 

（提供／ホクレン帯広支所）

□ 食と農について学ぶ「みんなのよい食ＪＡ親善大使」を取材し、スポーツ選手の成長
にはトレーニング・栄養・休息の３大原則が必要である事を学び、そして普段地元の
食材を使って料理をし、食事が出来ることのありがたさを感じました。

□ 乳牛にとって、夏の暑さやストレスで抵抗力が落ちるこの時期は、農場内の掃除、洗
浄、消毒などの実施により、施設を衛生的に管理し、伝染病や子牛の下痢、乳房炎な
どから牛を守るように心掛けましょう。

理　事　会　報　告
6月定例理事会　平成23年6月25日（土）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査(第1四半期末)報告について
４．５月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．ＪＡバンク基本方針に基づく報告について
付議事項 
議案第１号　検査指摘事項に対する改善状況等の報告について
議案第２号　 組合業務及び財産（連結含む）の状況に関す

る情報開示について
議案第３号　 大口信用供与先に対する融資の承認について

議案第４号　 高品質乳出荷奨励事業要領の一部変更について
議案第５号　 固定資産の取得について
議案第６号　 事務機器の更新について
議案第７号　 北海道農業信用基金協会に対する出資増口について
議案第８号　 代表理事の変更について
議案第９号　 常務理事の選任について
議案第10号　 役員の職務分担の一部変更について
議案第11号　役員報酬の配分について
議案第12号　職制規程の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．組合員懇談会(6月1日開催)における意見・要望について

7月定例理事会　平成23年7月26日（火）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．6月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
付議事項 
議案第１号　 監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　 大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第３号　 「乳牛雌子牛預託要領」及び「乳牛雌子牛預

託契約書」の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．当面の業務日程について


